
２
０
０
３
年
４
月
１
日
、

新
会
社
「
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
ト
レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
」
社
，
以
下(

Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
設
立
に
関
す
る
労
使

協
議
の
集
約
提
案
で
は
、
新

会
社
と
労
働
組
合
と
の
関
係

は
「
１
社
１
労
働
組
合
１
労

働
協
約
」
が
最
終
的
に
は
最

も
望
ま
し
い
形
態
と
し
て
い

ま
す
。

日
立
労
組
の
組
合

員
と
し
て
在
籍
す

る
に
は
、

当
面
移
籍
す
る
組
合
員
に

つ
い
て
は
、
日
立
製
作
所
労

働
組
合
の
組
合
員
と
な
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
労
働
協
約

で
は
、
組
合
員
の
範
囲
と
し

て
、
第
一
条
で｢

課
長
以
上
の

者
、
勤
労
、
人
事
、
教
育
、

及
び
福
利
関
係
の
主
任
及
び

企
画
担
当
者
等
、
八
項
目
の

該
当
者
を
除
く
所
員
」
と
し
、

支
部
規
約
も
支
部
組
合
員
の

範
囲
を｢

日
立
製
作
所
の
所
員

と
す
る｣

と
し
て
い
ま
す
。

労
働
協
約
や
支
部
規
定
は

必
要
な
手
続
き
を
と
ら
な
け

れ
ば
改
訂
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
日
立
労
組
と
日
立

製
作
所
、
日
立
労
組
と
新
会

社(

Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
の
関
係
は
、
新

た
な
協
約
の
改
訂
と
締
結
が

必
要
で
す
。

ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ

プ
制
の
限
界
か
？

日
立
労
組
は
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ

プ
制(

日
立
製
作
所
の
所
員
と

な
れ
ば
必
然
的
に
日
立
労
組

の
組
合
員
と
な
る
）
を
と
っ

て
い
ま
す
が
、
新
会
社
に
移

る
労
働
者
は
日
立
製
作
所
か

ら
離
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

日
立
労
組
の
組
合
員
と
な
る

の
は
不
可
能
で
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
移
籍
さ

れ
る
方
々
に
は
、
個
人
加
盟

の
労
働
組
合
が
あ
り
ま
す
。

出
は
い
り
自
由
の
労
働
組

合
で
す
。
約
８
０
０
名
の
方
々

は
、
労
働
契
約
承
継
法
に
よ

り
、
労
働
条
件
の
変
更
は
行

わ
れ
ず
保
護
さ
れ
ま
す
。

当
面
「
１
社
２
制
度
２
組

合
」
が
存
続
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
回
、
初
め
て
こ
の
制

度(

オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
）

が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

新
会
社
設
立
を
契

機
に
働
き
や
す
い

職
場
へ

こ
の
新
会
社(

Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
は
、

Ｈ
Ｄ
Ｄ
専
門
会
社
と
し
て
、

こ
の
分
野
で
の
世
界
Ｎ
Ｏ
１

に
な
る
事
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
収
益
を
上
げ
る
こ
と
だ

け
を
目
的
に
し
て
、
そ
こ
で

働
く
人
々
の
身
を
削
る
よ
う

な
過
密
な
労
働
や
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
な
ど
の
な
い
、
風
通

し
が
良
く
、
少
数
意
見
も
大

切
に
さ
れ
る
働
き
や
す
い
職

場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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早春の八ヶ岳連峰

トトトトルルルルココココをををを旅旅旅旅ししししてててて
昨年末トルコツアーに参加し、

広大な大地から発掘されている、
世界遺産など貴重な遺跡を見学し
てきました。大学で歴史を勉強し
たというガイドさんから、堪能な
日本語で説明を受けました。
その合間にイラクの問題を問い

かけると、急に元気がなくなり
「戦争になったら、仕事は失うこ
とになり深刻です。絶対やめてほ
しい」と話していました。

（（（（（（（ＮＮＮＮＮＮＮ）））））））



▲
イ
タ
リ
ア
を
旅
し
て
い
る

娘
か
ら
エ
ア
ー
メ
ー
ル
が
届

い
た
。｢

今
、
イ
タ
リ
ア
全

土
で
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力

攻
撃
ノ
ー
の
反
戦
デ
モ
で
、

虹
色
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ(

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
の
旗

が
ひ
る
が
え
っ
て
い
ま
す
」
と
の
事
。

東
京
か
ら
始
ま
っ
た
米
英
に
よ
る
イ
ラ

ク
武
力
攻
撃
に
反
対
す
る
デ
モ
は
反
戦

運
動
史
上
空
前
の
規
模
に
拡
大
し
、
ロ
ー

マ
３
０
０
万
人
、
ロ
ン
ド
ン
２
０
０
万

人
、
マ
ド
リ
ー
ド
２
０
０
万
人
、
ベ
ル

リ
ン
５
０
万
人･･･

と
全
世
界
で
１
０
０

０
万
人
を
超
え
る
人
々
が
、
ア
メ
リ
カ
・

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
た
ち
は
だ
か
っ
た
の

で
す
▲
も
ち
ろ
ん
イ
ラ
ク
・
フ
セ
イ
ン

政
権
は
国
連
の
再
査
察
に
応
じ
、
湾
岸

諸
国
や
各
国
の
疑
惑
に
答
え
る
べ
き
で

す
。
し
か
し
、
米
英
の
「
初
め
に
武
力

攻
撃
あ
り｣

は
絶
対
に
容
認
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
▲
と
こ
ろ
が
、
イ
ラ

ク
武
力
攻
撃
反
対
の
流
れ
に
敵
対
し
、

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
応
援
す
る
ト
ン
デ
モ

な
い
発
言
が
日
本
の
与
党
政
治
家
か
ら

で
ま
し
た
。
公
明
党
の
冬
柴
幹
事
長
は
、

デ
モ
の
広
が
り
に｢

戦
争
反
対
は
利
敵
行

為
だ
」
と
テ
レ
ビ
番
組
で
発
言
、
翌
日

に
は
小
泉
首
相
が｢

誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
ら
な
い
よ
う
に･･･

」
と
反
対
運
動

の
抑
え
込
み
に
躍
起
と
な
り
ま
し
た
。

小
泉
氏
、
冬
柴
氏
の
発
言
は
ま
っ
た
く

異
常
。｢

情
け
な
い
、
米
国
へ
の
追
従
だ
」

と
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
▲
ア
メ
リ

カ
の
先
制
攻
撃
を
許
し
、
国
際
社
会
を

｢

弱
肉
強
食
の
時
代
」
に
引
き
戻
す
の
か
、

二
十
一
世
紀
の
行
く
末
を
左
右
す
る
重

大
な
た
た
か
い
で
す
。

信信信信信頼頼頼頼頼回回回復復復復復の０３春春春春春闘闘闘 にに

昨年は、春闘史上初めてのベースアップゼロ、一時金４ヶ月の大幅ダウ
ンと、惨たんたる結果で妥結しました。
さらに会社は春闘終結直後に｢緊急業績対策｣として、５％の賃金カット
の申し入れを行い、組合もこれを受け入れるという、大変苦しい生活を余
儀なくされた一年でした。
幸い４月よりカット解除の事ですが、今春闘では、この様なことが二度と
ないようにしなければなりません。

こ
の
ム
ダ
使
い
の
一
方
で
、
小
泉泉泉泉泉泉

内内内内内内内
閣
が
今
国
会
に
提
出
し
た
雇
用
保保保保保保

険険険険険険険
の
改
悪
案
は
失
業
者
へ
の
給
付
はははははは

削削削削削削削
減
、
年
間
３
４
０
０
億
円
、
労
働働働働働働

者者者者者者者
へ
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
年
間
３３３３３３

０００００００
０
０
億
円
と
、
合
計
で
６
４
０
００００００

億億億億億億億
円
。
勤
労
者
へ
の
二
重
の
負
担
増増増増増増

攻攻攻攻攻攻攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
で
キ
ッ
パ
リ
と
審審審審審審

判判判判判判判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

早
期
退
職
を
選
択
し
た
諸
兄
の
求
職
活
動
の
苦苦苦苦苦苦

戦戦戦戦戦戦戦戦
ぶ
り
を
伝
え
聞
き
ま
す
。

一
ヶ
月
に
二
度
の
求
職
面
談
は｢

あ
れ
は
イ
ジ
メメメメメメ

だだだだだだだだ
よ
」
の
声
も
。
そ
ん
な
時
期
に
、
雇
用･

能
力
開開開開開開

発発発発発発発発
機
構
か
ら
、
二
十
世
紀
最
後
の
豪
華
リ
ゾ
ー
トトトトトト

施施施施施施施施
設
と
い
わ
れ
る｢

ス
パ
ウ
ザ
小
田
原
」(

開
業
五五五五五五

年年年年年年年年
目
、
総
事
業
費
４
５
５
億
円)

を
約
８
億
円
で
小小小小小小

田田田田田田田田
原
市
に
譲
渡
す
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
４
５
５
億
円
と
い
う
巨
額
な
資
金
は
雇
用用用用用用

保保保保保保保保
険
か
ら
拠
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
年
末
に
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
、
１
０
３
万
円

を
超
え
た
ら
、
扶
養
手
当
は
全
額
返
還
？

Ａ
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
超
過
し
た
月
よ
り

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ー
人
勤
セ
ン
タ
ー
ー

関
連
会
社
の
方
か
ら｢

妻
の
パ
ー
ト
先
が
、
年
末
に
忙
し

く
て
、
う
っ
か
り
扶
養
控
除
額
の
１
０
３
万
円
を
超
え
て
し

ま
っ
た
。
会
社
か
ら
扶
養
手
当
支
給
分
、
約
１
５
万
円
を
分

割
か
、
ボ
ー
ナ
ス
一
括
か
で
返
す
様
に
言
わ
れ
た
」
と
相
談

さ
れ
、
早
速
本
社
人
勤
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

み
ま
し
た
。

人
勤
セ
ン
タ
ー
で
は｢

そ
の
様
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪

質
な
件
を
除
い
て
、
オ
ー
バ
ー
し
た
月
か
ら
支
給
を
停
止
し

て
い
ま
す
」
と
の
答
え
。

そ
の
方
が
会
社
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ｢

申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
の
事
で
し
た
。

｢

返
し
た
つ
も
り
で
パ
ソ
コ
ン
買
っ
た
よ
」
と
、
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。


